
は

じ

め

に

北
魏
は
、
鮮
卑
を
中
心
と
す
る
非
漢
族
の
軍
事
力
に
よ
っ
て
華
北
統
一
に
成
功

し
た
。
そ
の
た
め
、
北
魏
前
期
の
高
官
の
多
く
は
、
鮮
卑
系
官
人
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
孝
文
帝
が
い
わ
ゆ
る
中
国
化
政
策
を
断
行
し
た
後
も
、
鮮
卑
系
官
人
が
政

権
中
枢
に
位
置
し
て
い
た
﹇
吉
岡
一
九
九
九
﹈。
し
か
し
、
中
央
官
を
輩
出
し
た

鮮
卑
系
官
人
の
一
部
は
、
北
魏
後
半
期
に
な
る
と
徐
々
に
文
人
化
が
進
ん
だ
と
さ

れ
て
い
る
﹇
長
部
一
九
九
三
／
長
部
一
九
九
五
Ａ
﹈。
北
魏
分
裂
後
、
北
鎮
・
オ

ル
ド
ス
・
関
中
の
非
漢
族
が
流
入
・
活
性
化
し
、
東
魏
・
北
斉
や
西
魏
・
北
周
で

は
再
び
鮮
卑
由
来
の
官
制
・
慣
習
や
鮮
卑
語
な
ど
が
復
活
し
た
。
西
魏
・
北
周
の

非
漢
族
系
元
勲
と
そ
の
子
弟
は
西
魏
か
ら
隋
代
に
至
る
ま
で
軍
事
面
で
活
躍
し

た
。
と
こ
ろ
が
隋
の
楊
（
普
六
茹
）
氏
・
唐
の
李
（
大
野
）
氏
は
、
北
周
末
に
は

（
�
）

弘
農
楊
氏
・
隴
西
李
氏
を
標
榜
し
、「
漢
人
」
と
し
て
中
国
を
再
統
一
し
た
。
そ

の
ほ
か
の
非
漢
族
系
元
勲
の
子
孫
も
、
唐
初
に
は
非
漢
族
的
要
素
を
喪
失
し
た
と

さ
れ
て
い
る
﹇
長
部
一
九
九
五
Ｂ
／
長
部
二
〇
〇
〇
﹈。

と
は
い
え
、
石
見
清
裕
氏
は
、
李
淵
の
皇
后
の
一
族
で
あ
る
竇
（
紇
豆
陵
）
氏

が
隋
末
唐
初
に
オ
ル
ド
ス
に
勢
力
を
保
持
し
て
お
り
、
遊
牧
的
要
素
を
残
し
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
﹇
石
見
一
九
九
八
﹈。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
平
田
陽
一

郎
氏
に
よ
っ
て
隋
唐
軍
制
中
の
遊
牧
的
要
素
に
つ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る

﹇
平
田
二
〇
一
一
／
平
田
二
〇
一
四
Ａ
／
平
田
二
〇
一
四
Ｂ
﹈。
こ
れ
ら
の
指
摘
を

踏
ま
え
、
隋
・
唐
初
に
お
け
る
非
漢
族
系
官
人
の
存
在
様
態
に
つ
い
て
、
検
討
を

深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

で
は
、
北
魏
初
か
ら
唐
初
ま
で
官
僚
を
輩
出
し
た
鮮
卑
系
官
人
は
、
隋
・
唐
初

に
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
大
阪
府
の
「
和
泉
市
久

保
惣
記
念
美
術
館
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
陸
妃
墓
誌
」
と
「
丘
瑗
墓
誌
」
に
着

目
し
た
い
。
両
墓
誌
は
と
も
に
河
南
洛
陽
を
本
貫
と
し
、
北
魏
初
か
ら
唐
初
ま
で

系
譜
が
確
認
で
き
る
鮮
卑
系
官
人
の
墓
誌
で
あ
り
、
唐
初
に
お
け
る
鮮
卑
系
官
人

の
存
在
様
態
の
一
端
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
墓
誌
は
未
報
告
で
あ
る
た
め
、

本
稿
で
は
そ
の
情
報
・
録
文
を
提
示
し
た
上
で
、
陸
氏
・
丘
氏
の
状
況
を
比
較
し

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉唐

初
に
お
け
る
鮮
卑
系
官
人
の
諸
相

│
│
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
所
蔵
墓
誌
を
中
心
に
│
│

会

田

大

輔

齊

藤

茂

雄
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て
い
く
。
な
お
、
両
墓
誌
の
情
報
は
明
治
大
学
文
学
部
助
教
の
梶
山
智
史
氏
に
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
四
年
六
月
二
九
日
の
予
備
調
査

の
後
、
同
美
術
館
の
橋
詰
文
之
氏
の
協
力
に
よ
っ
て
、
八
月
三
日
に
両
墓
誌
の
計

測
・
撮
影
を
含
む
実
見
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
同
美
術
館
の
厚

意
に
よ
り
、
両
墓
誌
を
公
表
す
る
許
可
も
得
た
。
改
め
て
橋
詰
氏
は
じ
め
、
久
保

惣
記
念
美
術
館
の
皆
さ
ま
、
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
梶
山
氏
に
深
く
謝
意

を
示
し
た
い
。
本
稿
は
、
第
一
章
に
つ
い
て
は
会
田
に
、
第
二
章
に
つ
い
て
は
齊

藤
に
、
そ
れ
ぞ
れ
文
責
が
あ
る
。

第
一
章

河
南
洛
陽
陸
氏
と
唐
室
李
氏

│
「
陸
妃
墓
誌
」
を
中
心
に
│
（
担
当：

会
田
）

（
一
）「
陸
妃
墓
誌
」
の
概
要

本
章
で
は
久
保
惣
記
念
美
術
館
所
蔵
墓
誌
の
う
ち
、「
陸
妃
墓
誌
」
の
録
文
・

内
容
を
提
示
し
た
上
で
、
唐
初
の
河
南
洛
陽
陸
氏
の
様
相
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

墓
誌
蓋
は
方
形
で
、
縦
四
四
・
八
㎝
、
横
四
四
・
八
㎝
、
厚
一
〇
・
三
㎝
で
あ

る
。
平
頂
覆
斗
型
で
あ
り
、
文
様
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
蓋
面
上
に
は
篆
書
で

「
大
唐
故
／
陸
妃
墓
／
誌
之
銘
」（
三
行
×
三
字
）
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
墓
誌
は

縦
四
三
・
七
㎝
、
横
四
三
・
五
㎝
、
厚
一
一
・
一
㎝
で
あ
る
。
四
側
に
文
様
は
描

か
れ
て
い
な
い
。
墓
誌
面
上
に
は
、
罫
線
と
楷
書
で
二
〇
行
×
満
二
〇
字
（
七
格

空
白：

合
計
三
九
三
字
）
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
墓
誌
の
作
成
年
代
は
、
貞
観
四

（
六
三
〇
）
年
十
二
月
で
あ
る
。
墓
誌
と
墓
誌
蓋
の
写
真
は
、
和
泉
市
久
保
惣
記

念
美
術
館
『
財
団
法
人
久
保
惣
記
念
文
化
財
団
寄
贈
品
図
録
』（
和
泉
市
久
保
惣

記
念
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
）
九
六
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
墓
誌
の
録

文
を
示
す
。
録
文
の
行
頭
の
数
字
は
墓
誌
の
原
文
の
行
数
に
対
応
し
て
い
る
。

【
墓
誌
録
文
】

〇
一

大
唐
柱
國
・
交
州
都
督
・
遂
安
郡
王
故
妃
陸
氏
墓
誌
之
銘

〇
二

妃
諱
小
娘
、
河
南
洛
陽
人
也
。
七
世
祖
俟
、
魏
尚
書
令
・
司
徒

〇
三

公
・
東
平
王
。

祖
玄
、
随
儀
同
三
司
・
尚
書
考
功
侍
郎
・
上
庸

〇
四

公
。
並
器
宇
�
舉
、
風
猷
爽
亮
、
緯
文
經
武
、
匡
國
贊
時
。

〇
五

父
彦
術
、
大
将
軍
・
殷
州
獲
嘉
縣
令
。
襟
韻
開
朗
、
神
彩
照
射
。

〇
六

妃
分
枝
桂
菀
、
挺
秀
芝
田
、
風
範
幽
閑
、
性
理
�
悟
。
恒
�
之

〇
七

居
星
月
、
未
比
柔
明
、
巫
洛
之
起
雲
霞
、
詎
方
婉
麗
。
遂
安
王

〇
八

地
惟

帝
族
、
人
實
國
華
、
廣
求
邦
媛
、
用
膺
嘉
偶
、
三
周
既

〇
九

備
、
百
兩
來
迎
、
琴
瑟
克
諧
、
松
蘿
並
茂
。
武
德
七
年
三
月
授

一
〇

拜
遂
安
郡
王
妃
。
遂
安
王
作
鎭
南
蕃
、
褰
帷
導
俗
。
妃
内
弘

一
一

四
德
、
外
贊
六
條
、
譽
滿
閨
�
、
教
流
邦
國
。
而
五
福
無
驗
、
偕

一
二

老
不
從
、
煎
玉
釜
而
莫
成
、
託
金
波
而
遂
往
。
春
秋
三
十
有

一
三

三
、
以
唐
武
德
八
年
十
月
廿
日
寢
患
薨
於
交
州
廨
。
越
以

一
四

貞
觀
四
年
歳
次
庚
寅
十
二
月
辛
卯
朔
十
九
日
己
酉
、
�

一
五

於
長
安
城
西
南
髙
陽
原
。
乃
爲
銘
曰
、

嵩
印
薦
祉
、

一
六

伊
絡
降
靈
、
唯
茲
盛
族
、
世
載
民
英
。
兌
位
騰
氣
、
陰
祇
袁
質
、

一
七

誕
茲
柔
德
、
幽
閑
婉
逸
。
珠
慙
魏
國
、
玉
愧
藍
田
、
四
德
允
備
、

一
八

六
行
克
宣
。
翟
羽
垂
衣
、
鵲
巢
興
詠
、
肅
事
藻
蘋
、
虔
蒸
孝
敬
。

一
九

閲
川
易
往
、
�
馬
難
留
、
陽
臺
雲
滅
、
洛
水
霞
収
。
黼
帳
蕭
條
、

二
〇

玄
宮
閴
寂
、
月
簟
長
空
、
仙
房
詎
闢
。
唯
餘
合
範
、
永
騰
金
石
。

― ２２ ―



（
二
）
北
魏
〜
唐
初
の
河
南
洛
陽
陸
氏

陸
妃
は
武
徳
八
（
六
二
五
）
年
に
三
三
歳
（
か
ぞ
え
年
）
で
没
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
生
年
は
開
皇
十
三
（
五
九
三
）
年
と
推
定
で
き
る
。
墓
誌
の
二
行
目
に

「
河
南
洛
陽
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
孝
文
帝
の
洛
陽
遷
都
に
従
っ
た
非
漢
族

（
主
に
鮮
卑
系
）
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
元
和
姓
纂
』
巻
十
・
一
屋
・

陸
に
は
「
河
南
洛
陽

代
北
よ
り
出
で
、
代
よ
郡
長
大
人
と
爲
り
、
歩
六
孤
氏
を

號
す
。
後
魏
孝
文
洛
に
遷
り
、
改
め
て
陸
氏
と
爲
り
、
穆
・
奚
・
于
・
賀
・
劉
・

婁
と
北
人
八
族
と
爲
る
」（
一
四
二
二
│
一
四
二
三
頁
）
と
あ
り
、
河
南
洛
陽
を

本
貫
と
す
る
陸
氏
は
、
代
北
の
部
族
長
出
身
で
歩
六
（
陸
）
孤
氏
を
称
し
て
い
た

が
、
孝
文
帝
の
洛
陽
遷
都
後
に
陸
氏
に
改
め
、
北
人
の
代
表
的
な
家
柄
に
な
っ
た

（
�
）

と
す
る
。
墓
誌
に
は
始
祖
伝
説
が
見
え
ず
、
本
貫
に
続
け
て
「
七
世
祖
俟
、
魏
尚

書
令
・
司
徒
公
・
東
平
王
」
と
記
し
て
い
る
。
陸
俟
は
、『
魏
書
』
巻
四
〇
（
九

〇
一
│
九
〇
四
頁
）
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
代
人
（
鮮
卑
系
）
で
あ
り
、
太
武
帝
期

に
柔
然
攻
撃
や
蓋
呉
の
乱
鎮
圧
に
活
躍
し
、
長
安
鎮
大
将
・
内
都
大
官
な
ど
を
歴

任
し
、
文
成
帝
即
位
後
、
東
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
太
安
四
（
四
五
八
）
年
に
没
し

た
人
物
で
あ
る
。
陸
俟
の
子
孫
は
、
北
魏
・
北
斉
・
北
周
に
仕
え
て
、
軍
事
面
で

活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、
中
央
官
・
地
方
官
と
し
て
も
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
陸

氏
は
積
極
的
に
学
問
を
習
得
し
、
范
陽
盧
氏
・
博
陵
崔
氏
と
い
っ
た
漢
人
郡
姓
と

通
婚
・
交
流
し
、
文
人
化
が
進
ん
だ
一
族
で
あ
る
﹇
長
部
一
九
九
五
Ａ
﹈。

墓
誌
は
七
世
祖
を
記
し
た
後
、
祖
父
玄
の
名
を
あ
げ
、
そ
の
間
の
先
祖
を
記
し

て
い
な
い
。
陸
玄
の
名
は
、『
周
書
』
巻
二
八
・
陸
騰
伝
（
四
六
九
│
四
七
三
頁
）

お
よ
び
『
北
史
』
巻
二
八
・
陸
俟
伝
附
陸
騰
伝
（
一
〇
一
二
│
一
〇
一
四
頁
）

に
、
陸
騰
（
陸
俟
の
玄
孫
）
の
子
と
し
て
登
場
す
る
。『
周
書
』・『
北
史
』・
墓
誌

を
も
と
に
陸
俟
か
ら
陸
妃
に
至
る
系
譜
を
示
す
と
「
陸
俟
│
帰
│
珍
（＝

彌
）
│

旭
│
騰
│
玄
│
彦
術
│
陸
氏
（
小
娘
）」
と
な
る
。
墓
誌
に
名
前
が
み
え
な
い
陸

騰
は
、
北
魏
の
東
西
分
裂
時
に
東
魏
に
仕
え
、
大
統
九
（
五
四
三
）
年
に
西
魏
の

捕
虜
と
な
っ
た
後
、
西
魏
・
北
周
に
仕
え
て
潼
州
刺
史
・
隆
州
総
管
な
ど
を
歴
任

し
、
四
川
地
域
の
異
民
族
（
蛮
・
�
）
反
乱
鎮
定
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼

は
天
和
六
（
五
七
一
）
年
に
柱
国
（
戎
秩：

正
九
命
）
を
拝
受
し
、
上
庸
郡
公
に

（
�
）

封
ぜ
ら
れ
、
建
徳
二
（
五
七
三
）
年
に
は
大
司
空
（
冬
官
府
長
官：

正
七
命
）
と

な
っ
た
が
、
宣
政
元
（
五
七
八
）
年
に
没
し
た
。

『
周
書
』
巻
二
八
・
陸
騰
伝
附
陸
玄
伝
（
四
七
三
頁
）
に
は
、
子
の
玄
が
陸
騰

の
後
を
継
い
だ
と
あ
る
。
墓
誌
に
み
え
る
陸
玄
の
封
爵
の
「
上
庸
公
」
は
、
陸
騰

の
「
上
庸
郡
公
」
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
周
書
』
陸
玄
伝
は
、
陸
玄
が
東
魏

に
取
り
残
さ
れ
、
北
斉
に
仕
え
て
成
平
県
令
と
な
り
、
建
徳
六
（
五
七
七
）
年
の

華
北
統
一
後
に
北
周
に
仕
え
、
地
官
府
都
上
士
（
正
三
命
）
を
経
て
、
北
周
末
に

楊
堅
の
大
丞
相
府
中
兵
参
軍
と
な
っ
た
と
す
る
。
正
史
に
は
隋
代
の
陸
玄
に
関
す

る
記
載
が
な
く
、
墓
誌
の
「
儀
同
三
司
」（
隋
文
帝
期
の
散
実
官：

正
五
品
）・

「
尚
書
考
功
侍
郎
」（
吏
部
尚
書
の
部
下：

正
六
品
）
は
そ
の
欠
を
補
う
も
の
で
あ

る
。
陸
妃
の
父
の
彦
術
は
文
献
史
料
に
み
え
な
い
。
彼
の
就
任
し
た
「
大
将
軍
」

は
、
唐
初
の
散
実
官
（
正
三
品
）
か
武
徳
七
（
六
二
四
）
年
以
後
の
勲
官
（
従
三

（
�
）

品
）
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
旧
唐
書
』
巻
三
九
・
地
理
志
二
・
河
北
道
（
一
四

九
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
唐
の
武
徳
四
（
六
二
一
）
年
か
ら
貞
観
元
（
六
二
七
）
年

ま
で
殷
州
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
獲
嘉
県
令
に
就
任
し
た
可
能
性
が

高
い
。

『
元
和
姓
纂
』
巻
十
・
一
屋
・
陸
（
一
四
二
五
頁
）
は
、
陸
騰
の
子
と
し
て
逸

・
融
・
冰
の
名
を
あ
げ
る
の
み
で
、
陸
玄
・
彦
術
の
名
は
見
え
な
い
。
陸
融
は
、

『
周
書
』
巻
二
八
・
陸
騰
伝
附
陸
融
伝
（
四
七
三
頁
）
に
よ
る
と
、
若
く
し
て
顕
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職
を
歴
任
し
、
北
周
末
に
大
将
軍
（
戎
秩：

正
八
命
）
を
授
け
ら
れ
、
定
陵
県
公

に
封
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、『
元
和
姓
纂
』
お
よ
び
乾
封
元
（
六
六
七
）
年
に
作
ら

（
�
）

れ
た
紀
王
妃
陸
氏
（
陸
融
の
曾
孫
）
の
墓
碑
「
紀
國
先
妃
陸
氏
碑
」
と
垂
拱
二

（
�
）

（
六
八
六
）
年
に
作
ら
れ
た
陸
融
の
玄
孫
の
「
陸
景
澄
墓
誌
」
に
よ
っ
て
、
陸
融

が
北
周
時
代
に
兵
部
下
大
夫
（
正
四
命
）
と
な
り
、
隋
代
に
洛
州
刺
史
に
就
任
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
西
魏
で
生
ま
れ
て
北
周
に
仕
え
た
た
め
、
北
斉
に
取
り

残
さ
れ
た
兄
の
玄
よ
り
も
官
職
が
高
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
元
和

姓
纂
』
と
「
紀
國
先
妃
陸
氏
碑
」・「
陸
景
澄
墓
誌
」
に
よ
っ
て
融
の
子
の
立
素

（
唐：

益
州
大
都
督
府
長
史
・
太
子
右
庶
子
）・
爽
（
唐：

庫
部
・
兵
部
郎
中
）
の

官
歴
も
わ
か
る
。「
紀
國
先
妃
陸
氏
碑
」
に
登
場
す
る
紀
王
妃
陸
氏
は
、
本
稿
で

紹
介
し
て
い
る
陸
妃
の
再
従
姪
（
又
従
兄
弟
の
子
）
に
あ
た
り
、
貞
観
五
（
六
三

（
�
）

一
）
年
に
生
ま
れ
、
貞
観
十
七
（
六
四
三
）
年
に
唐
太
宗
の
子
の
紀
王
慎
に
嫁

ぎ
、
六
男
八
女
を
生
み
、
麟
徳
二
（
六
六
五
）
年
に
没
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま

た
、
紀
王
妃
陸
氏
の
甥
に
あ
た
る
陸
景
澄
は
、
紀
王
慎
と
陸
妃
の
第
四
女
で
あ
る

（
�
）

安
徳
県
主
を
娶
っ
て
い
る
。

（
三
）
陸
妃
と
李
世
寿

「
陸
妃
墓
誌
」
の
八
│
一
一
行
目
に
は
、「
遂
安
王
、
地
は
惟
れ
帝
族
、
人
は
實

に
國
華
、
廣
く
邦
媛
を
求
め
、
用
て
嘉
偶
に
膺
り
、
三
周
既
に
備
は
り
、
百
兩
來

迎
し
、
琴
瑟
克
く
諧
ひ
、
松
蘿
並
び
に
茂
る
。
武
德
七
年
三
月
授
け
ら
れ
て
遂
安

郡
王
妃
を
拜
す
。」
と
あ
り
、
遂
安
王
と
婚
姻
し
、
武
徳
七
（
六
二
四
）
年
に
遂
安

郡
王
妃
を
拝
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
陸
妃
は
三
二
歳
で
あ
る
。

夫
の
遂
安
郡
王
は
、
唐
宗
室
の
李
安
（
字
は
世
寿
）
を
さ
す
。
彼
は
正
史
に
立

（
�
）

伝
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
陝
西
省
長
安
県
郭
杜
鎮
東
祝
村
か
ら
、

貞
観
十
六
（
六
四
二
）
年
に
作
ら
れ
た
「
李
世
寿
墓
誌
」
が
出
土
し
て
い
る
。
現

在
、
墓
誌
は
西
北
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
墓
誌
の
外
寸
・
録
文
・
内
容
に
つ

い
て
は
、﹇
葛
承
雍
一
九
九
七
﹈
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
録
文
は
『
全

唐
文
新
編
』（
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
〇
冊
一
三
七
九
六
頁
、『
全

唐
文
補
遺
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
七
冊
二
四
四
│
二
四
六
頁
に
も
収

（
�
）

録
さ
れ
て
い
る
。
李
世
寿
は
、
李
淵
の
祖
父
虎
の
兄
弟
の
曾
孫
（
又
従
兄
弟
の

子
）
で
あ
る
。「
李
世
寿
墓
誌
」
に
は
、
祖
父
（
魏
の
宜
州
刺
史
・
霊
寿
県
公
）・

父
（
隋
の
開
府
儀
同
三
司
・
軍
器
大
監
・
吉
陽
県
開
国
公
）
の
官
爵
が
記
さ
れ
て

い
る
の
み
で
、
そ
の
諱
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。﹇
王
連
龍
二
〇
一
二
、
六
二
頁
﹈

は
、
李
世
寿
の
孫
の
仁
泰
の
墓
誌
を
取
り
上
げ
、
世
寿
の
父
の
諱
が
「
濟
」
で
あ

（
�
）

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、『
新
唐
書
』
巻
七
〇
上
・
宗
室
世
系
表
上
（
一

九
五
七
│
一
九
五
八
頁
）
に
、
李
済
・
世
寿
の
名
前
は
み
え
な
い
。
宗
室
世
系
表

に
は
李
虎
の
兄
弟
と
し
て
起
頭
・
乞
豆
の
名
を
あ
げ
て
い
る
が
、
起
頭
の
子
孫
は

途
絶
え
た
と
す
る
。
一
方
、
乞
豆
の
子
孫
は
定
州
刺
史
房
と
し
て
、
子
孫
の
名
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
李
済
・
世
寿
は
乞
豆
の
子
孫
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
陸
氏
と
李
氏
の
系
図
を
示
す
と
図
一
の
よ
う
に
な

る
。
こ
こ
か
ら
唐
代
前
半
期
に
唐
室
李
氏
と
河
南
洛
陽
陸
氏
が
通
婚
関
係
に
あ
っ

﹇
図
一
﹈
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た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
李
世
寿
墓
誌
」
と
﹇
葛
承
雍
一
九
九
七
﹈
に
依
拠
し
て
、
李
世
寿
の
事
績
に

つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
た
い
。
李
世
寿
は
、
開
皇
元
（
五
八
一
）
年
に
誕
生
し
、

大
業
十
三
（
六
一
七
）
年
に
李
淵
が
太
原
で
挙
兵
し
た
際
に
関
中
で
呼
応
し
、
銀

青
光
禄
大
夫
（
隋
煬
帝
期
の
散
職：

従
三
品
）
を
授
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
長
安
を

占
領
す
る
際
に
功
績
を
建
て
、
左
光
禄
大
夫
（
隋
煬
帝
期
の
散
職：

正
二
品
）
を

（
�
）

授
け
ら
れ
、
唐
の
武
徳
二
（
六
一
九
）
年
に
は
右
親
衛
車
騎
将
軍
（
隋
文
帝
期
の

官
品
は
正
五
品
）
に
任
じ
ら
れ
、
吉
陽
県
開
国
公
・
食
邑
一
千
戸
を
襲
爵
し
、
武

（
�
）

徳
五
（
六
二
二
）
年
に
は
遂
安
郡
王
・
食
邑
五
千
戸
に
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
「
陸

妃
墓
誌
」
の
記
述
か
ら
武
徳
七
（
六
二
四
）
年
に
陸
妃
を
娶
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
年
、
李
世
寿
は
四
四
歳
で
あ
る
。
両
氏
の
婚
姻
の
背
景
は
不
明
で
あ

る
。李

世
寿
は
、
武
徳
七
（
六
二
四
）
年
に
交
州
都
督
・
交
州
刺
史
に
就
任
し
た
。

陸
妃
も
交
州
に
同
行
し
た
が
、
武
徳
八
（
六
二
五
）
年
十
月
に
三
三
歳
で
交
州
の

庁
舎
で
病
死
し
て
し
ま
っ
た
。「
李
世
寿
墓
誌
」
は
、
彼
の
善
政
ぶ
り
を
述
べ
た

の
ち
、
彼
が
長
い
こ
と
病
を
患
っ
て
い
た
た
め
、
何
度
も
交
州
か
ら
の
帰
還
を
求

め
、
貞
観
元
（
六
二
七
）
年
に
許
さ
れ
て
長
安
に
戻
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、

『
旧
唐
書
』
巻
六
九
・
盧
祖
尚
伝
（
二
五
二
一
頁
）
に
は
「
貞
觀
の
初
め
、
交
州

都
督
・
遂
安
公
壽
貪
冒
を
以
て
罪
を
得
。」
と
あ
り
、
李
世
寿
が
貞
観
初
め
に
貪

冒
を
理
由
に
免
職
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹇
葛
承
雍
一
九
九
七
、
四
四

九
頁
﹈
は
、
墓
誌
が
李
世
寿
を
顕
彰
す
る
た
め
、
悪
政
を
糊
塗
し
、
善
政
を
偽
っ

た
と
す
る
。﹇
郁
賢
皓
二
〇
〇
一
、
一
四
九
│
一
五
〇
頁
﹈
に
依
拠
し
て
、
李
世

寿
前
後
の
交
州
都
督
を
示
す
と
「
武
徳
五
年：

丘
和
↓
武
徳
七
年：

王
志
遠
↓

武
徳
七
年：

李
世
寿
↓
貞
観
元
年：

李
大
亮
」
と
な
る
。「
陸
妃
墓
誌
」
の
記

述
か
ら
、
李
世
寿
の
交
州
都
督
在
任
時
期
が
武
徳
七
年
〜
貞
観
元
年
で
あ
る
こ
と

が
傍
証
で
き
る
。
陸
妃
は
、
李
世
寿
が
貞
観
元
（
六
二
七
）
年
に
長
安
に
帰
還
し

た
の
ち
、
貞
観
四
（
六
三
〇
）
年
十
二
月
に
長
安
城
の
西
南
の
高
陽
原
に
葬
ら
れ

た
。「
李
世
寿
墓
誌
」
に
よ
る
と
、
長
安
帰
還
後
の
李
世
寿
は
官
職
に
つ
か
ず
療

養
に
努
め
た
が
、
貞
観
十
六
（
六
四
二
）
年
に
六
二
歳
で
没
し
た
。

最
後
に
唐
初
の
洛
陽
陸
氏
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
洛
陽
陸

氏
は
北
朝
後
期
の
段
階
で
既
に
文
人
化
が
進
ん
で
い
た
。
北
周
に
仕
え
た
陸
騰
は

軍
事
面
で
活
躍
し
た
が
、
そ
の
子
孫
は
中
央
官
僚
・
地
方
官
と
な
り
、
軍
人
色
は

薄
れ
て
い
っ
た
。「
陸
妃
墓
誌
」
か
ら
も
非
漢
族
的
要
素
は
窺
え
な
か
っ
た
。
唐

初
の
陸
氏
は
、
既
に
鮮
卑
的
要
素
を
喪
失
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の

一
方
で
陸
騰
の
子
孫
と
唐
室
李
氏
は
婚
姻
を
重
ね
て
お
り
、
唐
建
国
後
も
陸
氏
の

名
望
が
高
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
た
。

第
二
章

河
南
洛
陽
丘
氏
と
庫
真

│
「
丘
瑗
墓
誌
」
を
中
心
に
│
（
担
当：

齊
藤
）

（
一
）「
丘
瑗
墓
誌
」
の
概
要

本
章
で
は
「
丘
瑗
墓
誌
」
の
録
文
・
内
容
を
提
示
し
た
上
で
、
唐
初
の
河
南
洛

陽
丘
氏
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
墓
誌
は
縦
六
一
・
二
㎝
、
横
六
〇
・

八
㎝
、
厚
十
二
㎝
で
あ
る
。
墓
誌
側
に
十
二
支
像
の
線
刻
が
あ
り
、
字
数
は
二
七

行
×
満
二
七
字
で
、
縦
横
に
罫
線
が
入
っ
て
い
る
。
墓
誌
蓋
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な

い
。
墓
誌
写
真
は
『
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
新
収
蔵
品
図
録
』（
和
泉
市
久

保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
二
）
の
五
〇
頁
に
あ
る
が
、
写
真
が
小
さ
く
文
字
の

判
別
に
堪
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
録
文
は
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
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橋
詰
氏
に
よ
れ
ば
拓
本
も
未
採
取
と
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
墓
誌
の
録
文
を
示

す
。
録
文
の
行
頭
の
数
字
は
墓
誌
の
原
文
の
行
数
に
対
応
し
て
い
る
。

【
墓
誌
録
文
】

〇
一

故
明
威
将
軍
・
守
右
内
率
府
副
率
・
帖
右
武
衞
将
軍
・
柱
國
・
丘
府
君
墓

誌
銘
并
序

〇
二

翊
麾
副
尉
・
守
殿
中
進
馬
・
驍
騎
尉
・
太
原
郭
�
撰

〇
三

公
諱
瑗
、
字
岳
、
河
南
洛
陽
人
也
。
有
唐
昌
意
之
源
、
後
魏
孝
文
之
派
。

託
天
跋
地
、

〇
四

雄
略
當
時
、
平
北
安
西
、
賢
良
間
出
、
抑
有
由
也
。
曽
祖
諱
師
利
、

皇

左
監
門
将

〇
五

軍
。
祖
諱
英
起
、

皇
秦
王
府
左
庫
真
。
父
諱
義
贍
、

皇
朝
散
大
夫
・

晋
州
霍
邑

〇
六

縣
令
、
追
贈
晋
州
司
馬
、
尚
芙
蓉
縣
主
。
公
即
主
之
第
二
子
。
幼
解
挽

満
、
冠
能
中

〇
七

石
、
氣
壓
諸
傑
、
力
過
絶
人
。
家
世
将
門
、
誓
無
顛
墜
。
永
昌
初
、
拜
洛

放
選
、
尋
應
武

〇
八

藝
超
絶
科
、
天
下
第
一
。

制
授
左
屯
衞
執
戟
、
無
何
、
擢
試
同
州
濟
北

府
左
果

〇
九

毅
兼
知
右
廂
隊
仗
。
恭
勤
整
肅
、
無
替
其
能
。

�
拜
公
游
撃
将
軍
・
左

衞
率
府

一
〇

郎
将
。
朱
�
形
貴
、
武
賁
益
重
。
又
轉
左
羽
林
中
郎
、
北
軍
孤
兒
以
天

威
、
西
宛
文

一
一

馬
以
雲
氣
。
皆
壮
公
節
美
公
奇
。
交
馳
國
容
、
�
伏
戎
醜
、
實
一
時
之
盛

矣
。
不
幸

一
二

丁
主
憂
、
喪
慼
終
制
、
除
右
内
率
府
副
率
、
前
後
攝
帖
數
衛
将
軍
。
上

國
有
大
慶
、

一
三

領
功
行
償
、
而
葺
階
累
勳
、
増
明
威
将
軍
・
柱
國
、
長
帖
右
武
衛
将
軍
。

上
歟
。
夫
父

一
四

以
子
貴
寵
存
、
及
歿
揚
名
顯
親
、
亦
舉
朝
稱
美
矣
。
公
性
質
直
、
心
堅

強
、
長
六
尺

一
五

四
寸
、
秀
眉
明
目
。
蓋
敬
武
之
子
、
雅
好
盤
遊
、
魯
恭
之
孫
、
精
修
第

宅
。
不
談
人
之

一
六

短
、
口
無
擇
言
、
不
衒
己
之
長
、
行
必
存
信
。
嗚
呼
、
心
腹
已
委
、
爪
牙

未
施
、
夙
中
�

一
七

渇
、
□
加
水
氣
、
以
開
元
十
九
年
三
月
甲
戌
、
終
於
崇
賢
里
之
私
第
。
春

秋
五
十

一
八

有
九
。
公
之
伉
儷
曰
平
陽
郡
君
郭
氏
、
温
柔
聡
恵
、
有
足
稱
焉
。
男
光
國

・
光
烈
・
光

一
九

胤
・
光
野
等
、
並
兵
吏
常
選
、
不
改
父
道
、
足
恭
母
慈
、
傾
茲
餘
禄
、
確

成
大
事
。
即
以

二
〇

其
年
七
月
癸
酉
、
安
葬
於
長
安
縣
福
陽
郷
平
原
。
禮
也
。
天
有
神
兮
地
有

祇
、
天

二
一

好
正
直
兮
神
不
欺
、
家
有
國
兮
榮
有
寵
、
家
出
衣
冠
兮
國
所
重
。
高
陽

之
陌
、
陪

二
二

父
祖
十
里
之
塋
、
好
畤
之
田
、
留
子
孫
百
代
之
業
。
其
詞
曰
、

二
三

承
膺
寶
暦
、
出
魏
天
府
、
立
國
立
家
、
允
文
允
武
其一
。
藝
業
神
授
、
勲
庸

意
取
、
一
舉

二
四

風
塵
、
再
遷
廊
□
其二
。
秀
質
�
傑
、
正
言
規
矩
、
女
可
配
妃
、
男
堪
尚
主
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其三
。
旌
勤
寵

二
五

命
、
冠
玉
腰
金
、
□
節
階
陛
、
馳
聲
羽
林
其四
。
東
宮
北
闕
、
白
首
丹
心
、

歳
不
我
與
、
纒

二
六

綿
禍
□
五其

。
盛
儀
暁
吹
、
木
葉
秋
陰
、
帰
�
墳
壟
、
冥
途
曰
深
其六
。

二
七

□
□
郎
・
行
彭
州
参
軍
事
・
郭
味
玄
書

（
二
）
北
魏
〜
唐
初
の
河
南
洛
陽
丘
氏

墓
誌
に
よ
る
と
、
墓
主
丘
瑗
は
唐
初
の
功
臣
で
あ
る
丘
和
の
玄
孫
で
あ
り
、
開

元
十
九
（
七
三
一
）
年
七
月
に
か
ぞ
え
五
九
歳
で
死
去
し
て
い
る
の
で
、
生
年
は

咸
亨
四
（
六
七
三
）
年
で
あ
る
。
丘
氏
は
『
魏
書
』
巻
一
一
三
・
官
氏
志
（
三
〇

〇
五
│
三
〇
〇
六
頁
）
に
お
い
て
、
献
帝
の
時
代
に
分
か
れ
た
と
さ
れ
る
十
姓
の

う
ち
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
も
と
は
「
丘
敦
氏
」
と
言
っ
た
。『
元
和

姓
纂
』
巻
五
・
十
八
尤
・
邱
（
七
〇
八
頁
）
に
は
、
丘
氏
の
初
代
と
さ
れ
て
い
る

豆
折
真
か
ら
丘
和
に
至
る
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
北
魏
後
期
以
降
の

丘
氏
に
つ
い
て
は
正
史
に
記
述
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。『
旧
唐
書
』
巻

五
九
・
丘
和
伝
（
二
三
二
四
│
二
三
二
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
丘
和
（
瑗
の
高
祖

父
）
の
父
は
北
魏
の
鎮
東
将
軍
で
あ
っ
た
丘
寿
で
あ
る
。
経
緯
不
明
で
あ
る
が
北

周
に
仕
え
た
丘
和
は
開
府
儀
同
三
司
と
な
り
、
隋
文
帝
期
に
右
武
衛
将
軍
と
な

り
、
煬
帝
期
に
交
趾
太
守
と
な
っ
た
。
隋
が
滅
亡
す
る
と
蕭
銑
に
帰
属
し
、
蕭
銑

が
滅
ぼ
さ
れ
る
と
唐
に
降
っ
て
交
州
総
管
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
後
、
左
武
候
大
将

軍
と
な
っ
た
。
丘
和
の
子
で
は
丘
行
恭
の
名
前
が
最
も
知
ら
れ
て
お
り
、
兄
の
師

利
と
と
も
に
関
中
で
挙
兵
し
た
後
、
太
宗
に
仕
え
て
活
躍
し
、
左
衛
将
軍
・
右
武

候
将
軍
を
歴
任
し
、
高
宗
即
位
後
は
右
武
候
大
将
軍
と
な
っ
た
﹇『
旧
唐
書
』
巻

五
九
・
丘
行
恭
伝
（
二
三
二
六
頁
）﹈。
そ
の
子
の
神
勣
は
、
左
金
吾
衛
将
軍
と
な

り
、
則
天
武
后
期
の
酷
吏
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
﹇『
旧
唐
書
』
巻
一
八
六
上
・

酷
吏
伝
（
四
八
四
三
頁
）﹈。
そ
の
ほ
か
の
丘
和
の
子
孫
に
つ
い
て
は
、『
元
和
姓

纂
』
巻
五
・
十
八
尤
・
邱
（
七
〇
九
│
七
一
一
頁
）
に
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。

と
は
い
え
、『
元
和
姓
纂
』
に
は
丘
和
の
子
の
師
利
と
そ
の
子
孫
の
情
報
が
少

（
�
）

な
く
、
詳
細
不
明
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
師
利
の
墓
誌
と
そ
の
子
の
英
起
（
瑗
の

祖
父
）
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
誌
蓋
・
墓
誌
の
拓
本
写
真
が
趙
君

平
・
趙
文
成
編
『
秦
晋
豫
新
出
土
墓
誌
搜
佚
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一

二
年
）
の
、
一
三
五
│
一
三
六
頁
と
、
一
三
九
│
一
四
〇
頁
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
丘
師
墓
誌
」
は
﹇
郭
茂
育
二
〇
一
二
﹈
に
も
拓
本
写
真
と
一
部
の

録
文
が
、「
丘
英
起
墓
誌
」
は
斉
運
通
編
『
洛
陽
新
獲
七
朝
墓
誌
』（
中
華
書
局
、

二
〇
一
二
）
の
七
〇
頁
と
﹇
郭
茂
育
・
顧
濤
二
〇
一
三
﹈
に
拓
本
写
真
が
紹
介
さ

（
�
）

れ
て
い
る
。

丘
師
利
（
瑗
の
曽
祖
父
）
は
、
大
業
元
（
六
〇
五
）
年
に
千
牛
で
起
家
し
た
。

そ
の
後
、
隋
末
の
混
乱
時
に
は
、『
旧
唐
書
』
巻
五
九
・
丘
行
恭
伝
（
二
三
二
六

頁
）
に
「
大
業
の
末
、
兄
の
師
利
と
兵
を
岐
雍
の
間
に
聚
め
、
衆
一
萬
有
り
、
故

�
城
を
保
て
ば
、
百
姓
多
く
之
に
附
き
、
羣
盜
敢
え
て
境
に
入
ら
ず
。
初
め
、
原

州
の
奴
賊
數
萬
人
扶
風
郡
を
圍
む
に
、
太
守
竇
�
堅
く
守
り
、
數
月
を
經
た
り
。

賊
中
食
盡
き
、
野
に
掠
む
る
所
無
け
れ
ば
、
衆
多
く
離
散
し
、
行
恭
に
投
ず
る
者

千
餘
騎
な
り
。
行
恭
其
の
酋
渠
を
遣
は
し
諸
奴
賊
を
説
き
共
に
義
軍
を
迎
え
し

む
。（
中
略
）
行
恭
其
の
衆
を
率
い
て
師
利
と
共
に
太
宗
に
渭
北
に
謁
し
、
光
祿

大
夫
を
拜
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
故
�
城
で
一
万
の
兵
を
集
め
、
周
囲
の
奴
賊
を

従
わ
せ
、
李
淵
の
長
安
進
攻
時
に
帰
順
し
た
。
た
だ
し
、
丘
師
利
・
行
恭
が
故
�

城
で
勢
力
を
拡
大
で
き
た
背
景
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。「
丘
師
墓
誌
」
に
よ

る
と
、
そ
の
後
、
彼
は
群
雄
討
伐
に
参
加
し
、
左
驍
衛
将
軍
・
左
監
門
将
軍
・
冀
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州
都
督
を
歴
任
し
た
。
子
の
英
起
は
、
秦
王
府
の
右
庫
真
で
起
家
し
た
後
、
左
千

牛
備
身
・
左
屯
衛
竜
泉
府
果
毅
都
尉
を
歴
任
し
た
。
英
起
の
子
の
義
贍
（
瑗
の

父
）
に
つ
い
て
は
、「
丘
瑗
墓
誌
」
に
記
載
が
あ
り
、
唐
の
晋
州
霍
邑
県
令
と
な

（
�
）

り
、
芙
蓉
県
主
を
娶
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
丘
瑗
墓
誌
」
に
よ
る
と
丘

瑗
は
県
主
の
第
二
子
で
あ
る
。『
元
和
姓
纂
』
や
「
丘
師
墓
誌
」・「
丘
英
起
墓
誌
」

・「
丘
瑗
墓
誌
」
に
よ
っ
て
丘
氏
の
系
図
を
示
す
と
次
の
図
二
の
よ
う
に
な
る
。

丘
瑗
自
身
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
墓
誌
の
七
│
八
行
目
に
よ
る
と
、「
永
昌
の

初
め
、
洛
を
拜
す
る
に
放
選
せ
ら
れ
、
尋
い
で
武
藝
超
絶
科
に
應
じ
、
天
下
第
一

な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
昌
元
（
六
八
九
）
年
に
則
天
武
后
が
拝
洛
し
た
際

に
、
科
挙
試
験
を
免
除
さ
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
八
九

上
・
儒
学
伝
上
（
四
九
四
二
頁
）
に
、「
是
の
時
、
復
た
將
に
親
し
く
明
堂
及
び

南
郊
を
祠
ら
ん
と
し
、
又
た
洛
を
拜
し
、
嵩
嶽
を
封
ぜ
ん
と
す
る
に
、
將
て
弘
文

・
國
子
の
生
を
取
り
て
齋
郎
行
事
に
充
て
、
皆
な
出
身
・
放
選
せ
し
め
、
前
後
勝

げ
て
數
う
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
記
事
と
対
応
す
る
。「
武
藝
超
絶
科
」
に
つ
い
て

は
、『
登
科
記
考
補
正
』﹇
一
六
九
、
一
七
二
頁
﹈
は
、『
旧
唐
書
』
巻
七
・
中
宗

紀
（
一
四
三
頁
）
に
、「（
神
龍
三
（
七
〇
七
）
年
正
月
）
庚
戌
、
默
啜
邊
を
寇
す

る
を
以
て
、
制
す
ら
く
猛
士
の
武
藝
超
絶
な
る
者
を
募
り
、
各
お
の
自
舉
せ
し

め
、
内
外
の
羣
官
は
各
お
の
突
厥
を
破
滅
す
る
の
策
を
進
め
よ
と
」
と
あ
る
記
事

を
引
き
、
突
厥
第
二
可
汗
国
の
第
二
代
可
汗
で
あ
る
黙
啜
に
対
処
す
る
た
め
七
〇

七
年
に
設
け
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
墓
誌
で
は
「
尋
い
で
」
と
あ
る
だ
け

だ
が
、
実
際
に
は
放
選
か
ら
応
科
ま
で
八
年
の
空
白
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
な
お
、『
登
科
記
考
補
正
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
武
藝
超
絶
科
は
い
わ
ゆ
る
武

挙
の
一
種
で
あ
る
。

そ
の
後
、
丘
瑗
は
左
屯
衛
執
戟
か
ら
同
州
濟
北
府
左
果
毅
兼
知
右
廂
隊
仗
、
左

衛
率
府
郎
将
、
左
羽
林
中
郎
、
右
内
率
府
副
率
、
右
武
衛
将
軍
な
ど
の
禁
軍
職
を

歴
任
し
、
開
元
十
九
（
七
三
一
）
年
に
死
去
し
て
い
る
。

彼
の
妻
の
平
陽
郡
君
郭
氏
の
家
柄
な
ど
は
、
典
籍
史
料
に
現
れ
な
い
た
め
明
ら

か
で
は
な
い
。
撰
者
の
郭
�
や
書
者
の
郭
味
玄
も
典
籍
史
料
に
現
れ
ず
不
明
で
あ

る
が
、
墓
主
の
妻
と
同
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
三
）
庫
真
に
つ
い
て

本
墓
誌
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
祖
父
・
丘
英
起
が
就
任
し
た
「
庫
真
」
と

い
う
官
称
号
が
あ
る
。
こ
の
官
名
は
鮮
卑
語
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
北
朝
隋
唐
が

北
魏
以
来
の
鮮
卑
起
源
の
制
度
を
保
持
し
て
い
た
例
と
し
て
、
注
目
を
浴
び
て
い

る
。
庫
真
を
最
初
に
鮮
卑
由
来
と
示
唆
し
た
の
は
池
田
温
氏
で
あ
る
﹇
池
田
一
九

七
九
、
二
七
一
頁
、
注
二
﹈。
池
田
氏
は
『
旧
唐
書
』
巻
四
二
・
職
官
志
一
（
一

七
八
四
頁
）
に
、
唐
初
の
王
府
に
「
庫
直
」
な
る
官
職
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
北
魏
の
官
職
で
あ
る
「
直
真
」
と
関

連
付
け
て
、
鮮
卑
語
の
官
職
名
だ
ろ
う
と
指
摘
し
た
。
そ
の
後
、
墓
誌
の
発
見
数

増
加
に
よ
っ
て
実
例
が
増
え
て
い
く
中
で
、
厳
耀
中
氏
は
官
職
と
し
て
の
庫
真
の

性
格
付
け
を
行
い
﹇
厳
二
〇
一
三
、
五
〇
│
五
五
頁
﹈、
平
田
陽
一
郎
氏
は
、
北

朝
隋
唐
に
お
け
る
遊
牧
軍
制
の
影
響
を
考
察
す
る
際
に
、
庫
真
に
つ
い
て
も
検
討

﹇
図
二
﹈
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を
加
え
て
い
る
﹇
平
田
二
〇
一
一
／
平
田
二
〇
一
二
／
平
田
二
〇
一
四
Ｂ
﹈。
な

お
、
平
田
氏
に
よ
れ
ば
、
墓
誌
に
は
「
庫
真
」
と
し
か
現
れ
な
い
た
め
、『
旧
唐

書
』
職
官
志
の
「
庫
直
」
と
い
う
記
述
は
伝
世
に
よ
る
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
﹇
平

田
二
〇
一
一
、
五
一
頁
﹈。
以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
基
づ
き
、
庫
真
に
つ
い

て
現
状
で
判
明
し
て
い
る
点
を
述
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

庫
真
と
は
、
東
魏
・
北
斉
・
隋
・
唐
初
で
確
認
さ
れ
る
官
職
で
あ
り
、
皇
帝
や

諸
王
に
仕
え
る
側
近
官
で
あ
る
﹇
厳
二
〇
一
三
、
五
一
頁
／
平
田
二
〇
一
一
、
四

九
│
五
〇
頁
﹈。
そ
し
て
、
上
述
し
た
通
り
、
鮮
卑
語
の
官
名
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
と
い
う
の
も
、
つ
と
に
白
鳥
庫
吉
氏
が
、
北
魏
の
官
制
中
に
お
い
て
語
尾

に
「
真
」
と
い
う
文
字
が
付
く
も
の
が
多
い
こ
と
に
着
目
し
、「
真
」
は
ト
ル
コ

∨
∨

＝

モ
ン
ゴ
ル
系
言
語
で
「
〜
の
人
」
を
表
す
＋ci
あ
る
い
は
＋cin

と
い
う
接
尾

辞
の
音
写
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
﹇
白
鳥
一
九
七
〇
、
一
七
〇
│
一
七
一
頁
﹈

か
ら
で
あ
る
。
鮮
卑
語
の
言
語
系
統
は
確
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、
平
田
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
﹇
平
田
二
〇
一
一
、
五
〇
│
五
一
頁
﹈、
庫
真
の
「
真
」
も
、
同

じ
く
鮮
卑
語
の
接
尾
辞
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。「
真
」
が
付
く
官
名
は
、
北
魏

前
期
に
お
い
て
は
、
鮮
卑
の
伝
統
を
色
濃
く
受
け
継
い
だ
内
朝
官
に
多
く
、
鮮
卑

系
の
官
僚
が
就
任
す
る
役
職
で
あ
っ
た
﹇
川
本
一
九
九
八
、
一
八
九
│
二
〇
八

頁
﹈。そ

れ
な
ら
ば
、
庫
真
も
北
魏
か
ら
存
在
す
る
官
職
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
、
北
魏
に
は
多
く
の
「
真
」
の
付
く
役
職
が
存
在
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
の
と
こ
ろ
庫
真
の
存
否
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
北
魏

と
無
関
係
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
庫
真
は
北
周
で
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
が
、
平
田

氏
は
北
周
に
お
い
て
側
近
官
と
し
て
現
れ
る
「
親
信
」
も
、
鮮
卑
的
伝
統
に
属
す

る
存
在
で
あ
る
と
解
釈
し
、
親
信
と
庫
真
は
上
下
の
差
が
な
い
近
侍
官
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
﹇
平
田
二
〇
一
一
、
五
一
頁
／
平
田
二
〇
一
二
、
三
四
五
│
三
四
六

頁
﹈。結

局
の
と
こ
ろ
、
な
ぜ
か
北
魏
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
後
の
北
朝
隋
唐
諸

政
権
に
み
ら
れ
る
、
鮮
卑
由
来
の
側
近
官
が
庫
真
な
の
で
あ
る
。
庫
真
就
任
者
の

特
徴
と
し
て
は
、
名
門
貴
族
の
子
弟
が
起
家
官
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
が
多
く
、

君
主
・
諸
王
の
抜
擢
に
よ
っ
て
任
じ
ら
れ
、
そ
の
側
近
と
し
て
親
密
な
関
係
を
築

く
と
い
う
﹇
厳
二
〇
一
三
、
五
三
│
五
四
頁
／
平
田
二
〇
一
一
、
四
九
頁
﹈。

庫
真
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
厳
氏
は
、
唐
初
に
お
い
て
は
様
々
な
官
職
を
兼
ね

る
場
合
が
あ
り
、
単
な
る
親
衛
武
官
で
は
な
く
な
っ
て
文
官
と
し
て
の
職
務
を
帯

び
る
も
の
が
現
れ
た
と
述
べ
て
い
る
﹇
厳
二
〇
一
三
、
五
四
│
五
五
頁
﹈。
厳
氏

は
庫
真
を
あ
く
ま
で
官
職
の
一
種
と
と
ら
え
て
い
る
た
め
、
唐
代
に
文
武
両
様
と

な
っ
た
庫
真
の
職
務
が
い
か
な
る
も
の
か
、
性
格
解
明
に
苦
慮
し
て
い
る
。
し
か

し
、
平
田
氏
は
、
庫
真
と
は
主
人
と
の
人
的
紐
帯
で
結
ば
れ
た
存
在
で
あ
り
、
一

度
親
信
・
庫
真
に
な
れ
ば
そ
の
関
係
は
他
官
に
移
っ
た
と
し
て
も
変
わ
ら
な
い
も

の
で
あ
る
と
す
る
﹇
平
田
二
〇
一
一
、
五
二
頁
﹈。
平
田
氏
の
意
見
を
踏
ま
え
れ

ば
、
庫
真
は
官
職
と
い
う
よ
り
側
近
集
団
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ
け
が
帯

び
る
、
一
種
の
特
権
的
称
号
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
庫
真
が
職
務
と
無
関
係
な

称
号
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
職
種
の
官
を
兼
任
し
た
と
し
て
も
矛
盾
は
な

い
だ
ろ
う
。

本
墓
誌
に
お
い
て
は
、
祖
父
・
英
起
が
、
唐
の
太
宗
李
世
民
が
即
位
前
に
開
い

て
い
た
秦
王
府
の
左
庫
真
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
が
五
行
目
の
記
述
か
ら
分
か

（
�
）
る
。
丘
英
起
の
父
で
あ
る
丘
師
（
利
）
は
唐
の
長
安
進
攻
時
に
帰
順
し
て
お
り
、

墓
誌
に
よ
る
と
高
祖
か
ら
左
光
禄
大
夫
・
�
城
県
開
国
公
・
柱
国
・
左
驍
衛
将
軍
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の
位
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
丘
氏
が
北
魏
か
ら
続
く
鮮
卑
系
の
家
柄
で
あ
る
と

い
う
点
も
考
慮
す
れ
ば
、
丘
英
起
の
授
官
は
、
庫
真
が
名
門
貴
族
の
子
弟
に
与
え

ら
れ
る
と
い
う
厳
氏
の
基
準
に
合
致
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
丘
瑗
墓
誌
」
に
お
い
て
、
祖
父
・
丘
英
起
の
官
名
を
示
す
際
に
、
庫

真
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
た
点
は
大
変
興
味
深
い
。「
丘
英
起
墓
誌
」
に
よ
れ
ば
、

マ
マ

彼
は
秦
王
府
の
右
庫
真
を
皮
切
り
に
、
左
千
牛
備
身
、
竜
泉
府
果
毅
都
尉
を
歴
任

し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
丘
瑗
墓
誌
」
に
は
起
家
官
で
あ
る
庫
真
し
か

挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
丘
瑗
の
一
族
に
と
っ
て
先
祖
が
庫
真
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
こ
そ
記
録
す
べ
き
で
あ
り
、
名
誉
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
厳
氏
は
、
墓
誌
の
表
題
に
挙
げ
ら
れ
た
官
名
と
し
て
起
家

官
で
あ
る
庫
真
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
庫
真
へ
の
就
任

は
後
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
﹇
厳
二
〇

一
三
、
五
五
頁
﹈。
本
墓
誌
の
記
述
も
ま
た
、
少
な
く
と
も
開
元
年
間
ま
で
は
、

そ
の
傾
向
が
根
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
先
祖
が
庫
真
で
あ
っ
た
こ
と

は
子
孫
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、
今
後
検
討
す
べ
き
課

題
で
あ
る
。

以
上
、「
庫
真
」
と
い
う
鮮
卑
語
由
来
の
特
殊
な
官
称
号
に
着
目
し
た
。
北
朝

隋
唐
の
諸
王
朝
が
、
鮮
卑
起
源
の
官
制
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
た
こ
と
は
、
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
民
が
中
国
史
に
与
え
た
影
響
の
強
さ
を
物
語
る
一
例
と
な
ろ

う
。
そ
の
う
え
、
こ
の
官
称
号
は
遊
牧
国
家
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
侍
衛
組

（
�
）

織
と
無
関
係
で
は
な
く
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
観
点
か
ら
も
注
視
に
値
す
る
。

五
胡
十
六
国
の
時
代
に
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か
ら
南
下
し
、
北
中
国
で
北
朝
隋
唐
政

権
を
打
ち
立
て
た
鮮
卑
系
遊
牧
民
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
ど
の
よ
う
に
変
質
し
て

い
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
彼
ら
の
「
漢
化
」
と
い
う
結
論
に
よ
っ
て
片
付

け
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
数
百
年
の
間
に
新
天
地
で
文
化
・
慣
習
が

変
容
し
、
新
天
地
の
文
化
に
埋
没
し
て
い
っ
た
と
い
う
推
測
に
異
存
は
な
い
が
、

す
べ
て
の
文
化
・
慣
習
が
消
え
て
い
っ
た
か
ど
う
か
は
、
な
お
検
討
の
価
値
が
あ

る
。
庫
真
と
い
う
官
称
号
の
残
存
は
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
遊
牧
民
が
中
国
に
入

っ
て
も
遊
牧
文
化
を
（
一
部
で
あ
っ
た
に
せ
よ
）
保
持
し
続
け
た
こ
と
を
示
唆
す

る
事
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
未
報
告
で
あ
っ
た
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
所
蔵
の
「
陸
妃
墓

誌
」
と
「
丘
瑗
墓
誌
」
の
録
文
を
提
示
し
た
上
で
、
唐
初
に
お
け
る
洛
陽
陸
氏
と

丘
氏
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
両
氏
と
も
河
南
洛
陽
を
本
貫
と
す
る
北

魏
初
か
ら
続
く
鮮
卑
系
官
人
で
あ
り
、
唐
代
に
は
皇
室
と
通
婚
関
係
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
陸
氏
が
北
朝
時
代
か
ら
文
人
化
が
進
み
、
隋
唐
時
代
に
は
軍
事
色
が
薄

れ
、
鮮
卑
的
要
素
を
失
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
丘
氏
は
北
朝
か
ら
唐
初
ま
で
軍
事

面
で
活
躍
し
、
禁
衛
就
任
者
を
輩
出
し
て
い
た
。
そ
の
主
な
原
因
は
唐
朝
に
仕
え

た
経
緯
の
相
違
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
北
朝
隋
唐
期
の
文
人
化
の
差
異
も
関
係

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
鮮
卑
系
」
と
ひ
と
く
ち
に
言
っ
て

も
そ
の
存
在
形
態
は
様
々
で
あ
り
、
唐
に
お
け
る
彼
ら
の
歴
史
的
意
義
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
個
々
の
事
例
を
丹
念
に
検
討
し
て
い
く
ほ
か
は
な
い
。
そ
れ
で

も
、
唐
初
に
皇
室
と
通
婚
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
存
在
意

義
は
決
し
て
低
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
文
人
か
武
人
か
、
漢
化
し
た
か
し
て
い

な
い
か
と
い
う
議
論
に
加
え
て
、
彼
ら
の
血
統
が
持
つ
意
義
も
注
視
し
続
け
る
必

要
が
あ
る
の
は
間
違
い
が
な
い
。
庫
真
の
よ
う
な
独
自
の
官
称
号
に
対
す
る
検
討
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も
含
め
、
隋
唐
期
に
お
け
る
鮮
卑
系
の
存
在
形
態
は
今
後
も
検
討
を
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

な
お
、
日
本
に
未
報
告
の
墓
誌
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
が
、
過
去
に

は
明
治
大
学
東
ア
ジ
ア
石
刻
文
物
研
究
所
が
個
人
蔵
の
唐
代
墓
誌
六
基
・
鎮
墓
文

四
基
の
寄
託
を
受
け
た
例
も
あ
り
﹇
氣
賀
澤
編
二
〇
一
〇
／
氣
賀
澤
二
〇
一

二
﹈、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
墓
誌
が
眠
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
今

後
も
可
能
な
限
り
情
報
を
集
め
、
新
た
な
史
料
の
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

注（
１
）
そ
の
ほ
か
、
李
弼
一
族
が
非
漢
族
で
あ
る
こ
と
は
、﹇
前
島
二
〇
一
三
﹈
参
照
。

（
２
）
『
魏
書
』
巻
一
一
三
・
官
氏
志
（
三
〇
一
四
頁
）
で
は
穆
・
陸
・
賀
・
劉
・
樓
・

于
・
嵆
・
尉
を
八
姓
と
す
る
。

（
３
）
西
魏
の
廃
帝
三
（
五
五
四
）
年
正
月
に
、
正
九
命
を
頂
点
と
す
る
命
階
が
設
定

さ
れ
、
恭
帝
三
（
五
五
六
）
年
正
月
に
『
周
礼
』
に
基
づ
く
六
官
制
が
施
行
さ

れ
た
。
北
周
の
六
官
制
に
つ
い
て
は
、﹇
王
仲
犖
二
〇
〇
七
﹈
参
照
。

（
４
）
﹇
速
水
二
〇
一
五
﹈
参
照
。

（
５
）
﹇
呉
綱
主
編
一
九
九
三
﹈
一
六
六
│
一
六
八
頁
参
照
。

（
６
）
陸
景
澄
に
つ
い
て
は
、﹇
趙
力
光
主
編
二
〇
一
四
﹈
六
一
番
の
垂
拱
二
（
六
八

六
）
年
作
成
「
陸
景
澄
墓
誌
」
参
照
。

（
７
）
李
慎
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
巻
七
六
・
太
宗
諸
子
・
紀
王
慎
伝
（
二
六
六
四

頁
）
参
照
。

（
８
）
前
掲
注
（
６
）「
陸
景
澄
墓
誌
」
参
照
。

（
９
）
﹇
国
家
文
物
局
主
編
一
九
九
八
﹈
下
冊
一
〇
七
頁
参
照
。﹇
長
安
県
志
編
纂
委
員

会
編
一
九
九
九
﹈
七
八
三
頁
に
も
、
保
管
地
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

（
１０
）
「
李
世
寿
墓
誌
」
の
関
連
情
報
に
つ
い
て
は
、
陝
西
師
範
大
学
高
級
進
修
生
の
堀

井
裕
之
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
１１
）
﹇
趙
力
光
主
編
二
〇
一
四
﹈
六
三
番
の
垂
拱
四
（
六
八
八
）
年
作
成
「
李
仁
泰
墓

誌
」
参
照
。

（
１２
）
唐
初
の
勲
官
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、﹇
速
水
二
〇
一
五
﹈
参
照
。

（
１３
）
唐
は
、
武
徳
元
（
六
一
八
）
年
六
月
・
十
月
、
武
徳
五
（
六
二
二
）
年
十
一
月

・
十
二
月
の
四
度
に
わ
た
っ
て
宗
室
を
郡
王
に
封
じ
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
一

・
高
祖
紀
・
武
徳
元
年
六
月
お
よ
び
十
月
条
（
七
│
八
頁
）、『
資
治
通
鑑
』
巻

一
九
〇
・
唐
紀
六
・
武
徳
五
年
十
一
月
お
よ
び
十
二
月
条
（
五
九
六
一
頁
）
参

照
。
な
お
、
武
徳
九
（
六
二
六
）
年
十
一
月
に
宗
室
の
郡
王
の
封
爵
が
県
公
に

改
め
ら
れ
る
と
、
李
世
寿
も
遂
安
県
公
・
食
邑
一
千
戸
と
な
っ
た
。『
旧
唐
書
』

巻
二
・
太
宗
紀
上
・
武
徳
九
年
十
一
月
条
（
三
一
頁
）
参
照
。

（
１４
）
丘
師
利
本
人
の
墓
誌
で
は
、
彼
の
名
前
は
「
丘
師
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
１５
）
丘
氏
一
族
の
墓
誌
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
陝
西
師
範
大
学
高
級
進
修
生
の
堀
井

裕
之
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
１６
）
こ
の
女
性
は
唐
宗
室
の
娘
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
１７
）
た
だ
し
、「
丘
英
起
墓
誌
」
で
は
、「
右
庫
真
」
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１８
）
遊
牧
民
に
お
け
る
人
的
結
合
原
理
で
あ
り
、
人
材
登
用
の
機
能
も
あ
っ
た
侍
衛

組
織
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
ケ
シ
ク
と
そ
の
中
核
と
な
っ
た
ノ
コ
ル

（
ネ
ケ
ル
）
に
つ
い
て
が
最
も
有
名
で
あ
り
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、﹇
片
山
一
九
八
〇
﹈、﹇
森
平
二
〇
〇
一
﹈、﹇
池
内
二
〇
〇
九
﹈
な
ど
を
参

照
の
こ
と
。
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
侍
衛
制
度
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
北

魏
﹇
川
本
一
九
九
八
／
川
本
二
〇
一
五
﹈、
契
丹
﹇
加
藤
二
〇
一
二
﹈、
西
夏

﹇
佐
藤
二
〇
〇
七
﹈、
満
洲
﹇
増
井
二
〇
〇
一
／
杉
山
二
〇
一
五
﹈
な
ど
多
く
の

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
家
に
同
様
の
侍
衛
制
度
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。﹇
平
田
二
〇
一
一
﹈
の
庫
真
研
究
も
こ
う
し
た
動
向
に
即
し
た
も

の
で
あ
る
。

参
考
文
献

『
魏
書
』／『
周
書
』／『
隋
書
』／『
北
史
』／『
旧
唐
書
』／『
新
唐
書
』／『
資
治
通
鑑
』／『
元

和
姓
纂
』＝

中
華
書
局
標
点
本

池
内
功
二
〇
〇
九
「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
帝
国
に
お
け
る
人
的
結
合
の
原
理
│
ノ
コ
ル
を

中
心
に
│
」『
四
国
学
院
大
学
論
集
』
一
三
〇
、
三
三
│
七
四
頁
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池
田
温
一
九
七
九
「
唐
朝
処
遇
外
族
官
制
略
考
」
唐
代
史
研
究
会
編
『
隋
唐
帝
国
と
東

ア
ジ
ア
世
界
』
汲
古
書
院
、
二
五
一
│
二
七
八
頁

石
見
清
裕
一
九
九
八
「
唐
の
建
国
と
匈
奴
の
費
也
頭
」『
唐
の
北
方
問
題
と
国
際
秩
序
』

汲
古
書
院
、
一
七
│
六
三
頁

長
部
悦
弘
一
九
九
三
「
元
氏
研
究
│
北
朝
隋
唐
時
代
に
お
け
る
文
人
士
大
夫
化
の
一
軌

跡
│
」『
中
国
中
世
の
文
物
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
四
一
五
│
四
五
六
頁

│
│
│
一
九
九
五
Ａ
「
陸
氏
研
究
」
中
国
中
世
史
研
究
会
編
『
中
国
中
世
史
研
究

続

編
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
三
三
二
│
三
七
三
頁

│
│
│
一
九
九
五
Ｂ
「
劉
（
独
孤
）
氏
研
究
」『
琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要

日
本
・
東

洋
文
化
論
集
』
一
、
三
二
九
│
三
六
三
頁

│
│
│
二
〇
〇
〇
「
于
氏
研
究
」『
琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要

日
本
・
東
洋
文
化
論

集
』
六
、
七
一
│
一
一
三
頁

片
山
共
夫
一
九
八
〇
「
怯
薛
と
元
朝
官
僚
制
」『
史
学
雑
誌
』
八
九
│
一
二
、
一
│
三
七

頁

加
藤
修
弘
二
〇
一
二
「
遼
朝
北
面
の
支
配
機
構
に
つ
い
て
│
著
帳
官
と
節
度
使
を
中
心

に
│
」『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
四
〇
、
七
│
九
一
頁

川
本
芳
昭
一
九
九
八
「
内
朝
制
度
」『
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
民
族
問
題
』
汲
古
書
院
、
一

八
九
│
二
二
七
頁

│
│
│
二
〇
一
五
「
北
魏
内
朝
再
論
│
比
較
史
の
観
点
か
ら
見
た
│
」『
東
ア
ジ
ア
古
代

に
お
け
る
諸
民
族
と
国
家
』
汲
古
書
院
、
一
〇
五
│
一
三
七
頁

氣
賀
澤
保
規
編
二
〇
一
〇
「
明
大
寄
託
新
収
の
中
国
北
朝
・
唐
代
の
墓
誌
石
刻
資
料
集

│
そ
の
紹
介
と
解
説
│
」『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
一
三
、
一
│
六
八
頁

│
│
│
二
〇
一
二
「
新
発
現
的
彭
尊
師
墓
誌
及
其
鎮
墓
石
│
兼
談
日
本
明
治
大
学
所
蔵

墓
誌
石
刻
│
」『
唐
史
論
叢
』
一
四
、
六
九
│
八
〇
頁

佐
藤
貴
保
二
〇
〇
七
「
西
夏
の
二
つ
の
官
僚
集
団
│
十
二
世
紀
後
半
に
お
け
る
官
僚
登

用
法
│
」『
東
洋
史
研
究
』
六
六
│
三
、
三
四
│
六
六
頁

白
鳥
庫
吉
一
九
七
〇
「
東
胡
民
族
考
」『
白
鳥
庫
吉
全
集

第
四
巻

塞
外
民
族
史
研
究

上
』
岩
波
書
店
、
六
三
│
三
二
〇
頁

杉
山
清
彦
二
〇
一
五
「
清
初
侍
衛
考
│
マ
ン
ジ
ュ＝

大
清
グ
ル
ン
の
親
衛
・
側
近
集
団

│
」『
大
清
帝
国
の
形
成
と
八
旗
制
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
五
七
│
二
一
七
頁

速
水
大
二
〇
一
五
「
唐
代
勲
官
制
度
の
成
立
」『
唐
代
勲
官
制
度
の
研
究
』
汲
古
書
院
、

四
三
│
六
九
頁

平
田
陽
一
郎
二
〇
一
一
「
西
魏
・
北
周
の
二
十
四
軍
と
「
府
兵
制
」」『
東
洋
史
研
究
』

七
〇
│
二
、
三
一
│
六
五
頁

│
│
│
二
〇
一
二
「
北
朝
末
期
の
「
親
信
」
に
つ
い
て
」『
沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校
研

究
報
告
』
四
六
、
三
四
一
│
三
四
六
頁

│
│
│
二
〇
一
四
Ａ
「
隋
代
の
「
給
使
」
に
つ
い
て
」『
沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究

報
告
』
四
八
、
二
五
一
│
二
五
六
頁

│
│
│
二
〇
一
四
Ｂ
「
皇
帝
と
奴
官
│
唐
代
皇
帝
親
衛
兵
組
織
に
お
け
る
人
的
結
合
の

一
側
面
│
」『
史
滴
』
三
六
、
五
二
│
七
八
頁

前
島
佳
孝
二
〇
一
三
「
北
周
徒
何
綸
墓
誌
銘
と
隋
李
椿
墓
誌
銘
│
西
魏
北
周
支
配
階
層

の
出
自
に
関
す
る
新
史
料
│
」『
西
魏
・
北
周
政
権
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
三
八

七
│
四
二
七
頁

増
井
寛
也
二
〇
〇
一
「
グ
チ
ュgucu

考
│
ヌ
ル
ハ
チ
時
代
を
中
心
と
し
て
│
」『
立
命

館
文
学
』
五
七
二
、
二
五
│
六
六
頁

森
平
雅
彦
二
〇
〇
一
「
元
朝
ケ
シ
ク
制
度
と
高
麗
王
家
│
高
麗
・
元
関
係
に
お
け
る
禿

魯
花
の
意
義
に
関
連
し
て
│
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
〇
│
二
、
六
〇
│
八
九
頁

吉
岡
真
一
九
九
九
「
北
朝
・
隋
唐
支
配
層
の
推
移
」『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
９

中
華
の

分
裂
と
再
生
』
岩
波
書
店
、
二
五
五
│
二
八
六
頁

葛
承
雍
一
九
九
七
「
新
出
唐
遂
安
王
李
世
壽
墓
誌
考
釈
」『
唐
研
究
』
三
、
四
四
五
│
四

五
一
頁

国
家
文
物
局
主
編
一
九
九
八
『
中
国
文
物
地
図
集

陝
西
分
冊
』
西
安
地
図
出
版
社

郭
茂
育
二
〇
一
二
「
新
出
土
唐
《
丘
師
墓
誌
》
及
其
書
法
」『
書
法
』
二
〇
一
二
│
七
、

四
三
│
五
一
頁

郭
茂
育
・
顧
濤
二
〇
一
三
「
新
出
土
唐
《
丘
英
起
墓
誌
銘
并
序
》」『
書
法
』
二
〇
一
三

│
八
、
二
六
│
三
三
頁

王
連
龍
二
〇
一
二
「
跋
唐
杜
佑
妻
李
氏
墓
誌
」『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
二
│

一
〇
、
五
九
│
六
二
頁

王
仲
犖
二
〇
〇
七
『
北
周
六
典
』
中
華
書
局
、
初
版
一
九
七
九
年

呉
綱
主
編
一
九
九
三
『
昭
陵
碑
石
』
三
秦
出
版
社
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徐
松
撰
・
孟
二
冬
補
正
二
〇
〇
三
『
登
科
記
考
補
正
』
北
京
燕
山
出
版
社

厳
耀
中
二
〇
一
三
「
述
論
唐
初
期
的
庫
真
与
察
非
掾
」『
晋
唐
文
史
論
稿
』
上
海
人
民
出

版
社
、
五
〇
│
五
九
頁

郁
賢
皓
二
〇
〇
一
「
唐
刺
史
考
全
編
訂
補
」『
南
京
師
大
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇

〇
一
│
三
、
一
四
七
│
一
五
五
頁

長
安
県
志
編
纂
委
員
会
編
一
九
九
九
『
長
安
県
志
』
陝
西
人
民
教
育
出
版
社

趙
力
光
主
編
二
〇
一
四
『
西
安
碑
林
博
物
館
新
蔵
墓
誌
続
編
』
陝
西
師
範
大
学
出
版
総

社
有
限
公
司

（
会
田
大
輔

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
））

（
齊
藤
茂
雄

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）
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